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〈年　　譜〉
1955年3月	 名古屋大学文学部英文学科卒業
1955年4月	 愛知県立一宮高等学校教諭（至る1971年3月）
1966年4月	 愛知県教育委員会指導主事
1971年4月	 愛知県立大学文学部助教授（至る1981年3月）
1978年9月	 ロンドン大学（UCL）大学院留学
1982年4月	 愛知県立大学文学部教授（至る1979年3月）
1997年4月	 愛知県立大学名誉教授
1997年4月	 	名古屋外国語大学外国語学部教授、名古屋外国語大学大学院国際コミュ
ニケーション研究科博士前期課程教授（併任）（至る2011年3月）
1999年4月	 	名古屋外国語大学大学院国際コミュニケーション研究科博士後期課程教
授（併任）（至る2011年3月）
2000年4月	 	名古屋外国語大学外国語学部英米語学科長（至る2011年3月）
2011年4月	 名古屋外国語大学名誉教授
〈著作目録〉
◇著書（共編、校閲、分担執筆）
（ 1）	『英文解釈問題選集』　松柏社　1960年　改訂版　1972年
（ 2）	『高校生の英語学力』　科学教育センター　1966年
（ 3）	『あらかわ先生と﹃外来語辞典﹄』　信州白樺社　1985年
（ 4）	『日本語になった外国語辞典』　集英社　1988年　改訂版　1991年
（ 5）	『話題源英語』（上・下）　東京法令出版　1989年
（ 6）	『言語生活の目』　筑摩書房　1989年
（ 7）	『言語生活の耳』　筑摩書房　1989年
（ 8）	Focus on Britain Today  Macmillan Languagehouse　1993年
（ 9）	 	New SHOGAKUKAN Random House English–Japanese Dictionary　第2版　小学館　
1994年
（10）	『英語科教育の理論と実践』（理論編）　現代教育社　1996年
　　　　　　　　　　　　　　　（実践編）　現代教育社　1996年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他5点
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◇学術論文
（ 1）	数式の読み方　『英語教育』　大修館　1960年
（ 2）	特別用法 Itの指導　『現代英語教育』　研究社　1964年
（ 3）	Loveという英語の使い方　『時事英語研究』　研究社　1964年
（ 4）	 commonの比較変化　『英語青年』　研究社　1965年
（ 5）	つぎ降者なし　『言語生活』　筑摩書房　1965年
（ 6）	Misreadingの問題　『ことば』　ことばの会・なごや　1965年
（ 7）	Men were deceivers ever　『時事英語研究』　研究社　1996年
（ 8）	興味と効果をねらった授業の工夫　『英語の窓』　中教出版　1966年
（ 9）	英語Bにおける音声指導　『中等教育資料』　文部省　1966年
（10）	 	Model Writing方式―特集：指導技術をめぐって　『現代英語教育』　研究社　1967
年
（11）	 	They sell ～ at the storeとThe store sells ～　『クエスチョン	ボックス	シリーズ』（第
21巻）　大修館　1974年
（12）	私の考える英語学習要領（英語）案　『英語教育』　大修館　1975年
（13）	Random HouseとWebster’s New World　『英語の窓』　中教出版　1977年
（14）	 Snob考　『英語青年』　研究社　1981年
（15）	 	Handkerchiefはハンカチか―比較文化論的情報の必要性　『英語青年』　研究社　
1983年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他58点
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献　辞
　平井秀和教授は、2011年3月31日をもって、名古屋外国語大学を退職さ
れることになりました。
　先生は名古屋大学文学部英文学科ご卒業後、高校教諭として英語教育の
現場に立たれ、その後愛知県の指導主事を務められたあと、愛知県立女子
短期大学に移られました。
　愛知県立大学の助教授、教授として教えられた後、平成9年に同大学の
名誉教授となられ、わが名古屋外国語大学の教授として迎えられることに
なります。
　先生のご関心は、英語という言語が、単語・構文などの形を通してどの
ように意味を伝えているかを明らかにすることにあると思われます。一般
に「同意語、同意表現」として片付けられることばがそれぞれどのように
違うのか、英語の表現を日本語に（またそれを逆の場合にも）置き換えた
ときに、どのような差が生じるのかなどについて、深い考察を（楽しみな
がら）加えるというところに先生の研究の真骨頂を見る思いがします。
　そして、ロンドン大学大学院に学ばれ、イギリス生活を経験される中で、
「言葉は常に文化的なコンテクストの中で使われる」という実感はさらに
強く持たれたことと思われます。お書きになった論文・著書・コラムや、
編集に参加された辞書などを通して伝わって来るのは、英語を「そのまま
の姿で」とらえたい、という姿勢であり、そのようにとらえた英語の姿
を、日本の学習者によりよく伝えたいとの思いでした。
　本学の大学院に学ぶ教員志望の学生への指導においても、大切にしてこ
られたのは、どのように英語を教えれば本当の力がつくかということであ
り、ご自身、高校・短大・大学の学習者を教えられた経験をもとに、教員
となる以上は英語という言葉のもつ本当の意味を、それぞれの授業を通じ
て学習者に伝えることを大切にするようにとのお気持ちが、一貫して流れ
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ていると言えるでしょう。
　英米語学科は、名古屋外国語大学で最大であるばかりでなく、同じ英語
を教えるという役割を共有しながらも、日本人以外にも多くの国籍の教員
を含み、それぞれの訓練の背景も、教員の関心も多様な集団です。学科長
というお立場でそのような大所帯をまとめるという激務にありながら、な
るべくいい学生に来てもらいたい、とのお気持から、「名古屋外大ではこの
ように英語を教えている」ということを実際に教室で示す「出前授業」を
するためにお出かけいただいた高校は数知れません。
　ご家庭の事情で専任の教員としてお願いはできなくなりましたが、さら
に必要に応じて大学のためにご尽力いただけるということで、まだこれか
らもご指導がいただけるということで喜んでおります。
　今後ともお体に気をつけられて、ますますお元気でお過ごしくださいま
すようお祈りいたします。そして、ときどきその生真面目なお顔が緩んで、
そこに垣間見える、少年のような笑顔を拝見できる機会をお作りいただけ
ますことを楽しみにしております。
2011年3月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副学長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国語学部長
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